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ヒトとチンパンジーを遺伝子と染色体で比較する
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私たちが研究対象にしている生物は、ヒ

トを含む霊長類です。2003年の４月にヒ

トゲノム解読完了のニュースが流れまし

たが、その一部を、ポスターで紹介します。

では、ヒトゲノムには、何が書かれていた

のでしょう。そのまま見ただけでは、・・

GATCGTA・・といった記号の列が見え

るだけです。しかし、この中には我々ヒト

が他の生物とは違い、はっきりとヒトとし

て区別できるだけの意味（情報）が含ま

れているのです。それでは、どうすればそ

れを見つけることができるでしょう。

そこで、私たちはヒトに最も近い生き物で

あるチンパンジーのゲノムを調べることに

しました。ヒトとチンパンジーは、いまから

約数百万年前に同じ祖先（誰も知りませ

ん）から別れ、いろいろな変化を受けて、

今のような別々の種類になってきました。

そこで、チンパンジーとヒトを比べれば、

500万年の間にどのような変化を受けて

きたかが分かるはずなのです。見た目も

違いますし、骨格もずいぶん違います。こ

れらの違いを引き起こす原因が、ゲノム

に書かれているはずなのです。

ヒトとチンパンジーのゲノムの違いは染

色体にもあります。ヒトの２番目に大きい

染色体が、ヒト以外の霊長類では２本の

染色体に分かれており、これは類人猿の

中でもヒトだけに見られる特徴です。皆さ

んも見つけて下さい。
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線虫ゲノム・遺伝子の働きを調べる

小原雄治 国立遺伝学研究所展示責任者

Ｃ.エレガンスという線虫は細胞数が約

1,000個ととてもシンプルですが、ヒトとも

たくさんの共通点を持つ動物です。受精

卵から成虫までの細胞分裂パターンが

決定され、発生の仕組みが研究されてき

ました。そのことで昨年ノーベル賞が出

たことはまだ耳新しいことです。ヒトゲノム

の解読によって、私たち人間には約３万

個の遺伝子があることが分かりましたが、

大部分の遺伝子が何をしているのかさっ

ぱり分かってないのが現状です。線虫ゲ

ノムには２万近い遺伝子があって、ヒトと

よく似た遺伝子も多数ありますし、線虫

では遺伝子の働きをいろいろな角度から

調べることができますので、世界中で研

究が進められています。

ではどうやって遺伝子の働きを調べるの

でしょうか？このためには、まずその遺伝

子がいつ・どこで働いているのか観察し

ます。続いて、その遺伝子を壊した場合

に何が起こるのかを調べます。これらを手

がかりとしてその遺伝子の働きを突き止

めて行くのです。このような研究をわかり

やすく説明します。赤や緑に光る線虫や、

ちび線虫、ぐるぐる回転してしまう線虫な

ど、いろんな線虫も展示します。ぜひ私た

ちのポスターまで来て下さいね。
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自然界には興味深い生き物がたくさんい

ます。その中でも、あるときは単細胞で生

活し、別のときは多細胞で生活するとい

う摩訶不思議な生き物が、細胞性粘菌

です。粘菌アメーバは、えさがなくなると

寄り集まり、「胞子」と「柄の細胞」の２種

類に変わります（図１）。とても単純です

が、色々な組織や器官が形作られて、全

体としてうまく働くという、多細胞生物の

基本はちゃんとできています。同じ「ゲノ

ム」を持つ細胞の集まりで、どうして形を

作ったり役割分担したりできるのでしょう

か。私たちはその仕組みを調べています。

様々な遺伝子がいつ、どこで働くかが、重

要です（図２）。「ひろば」の展示場では、

細胞が２４時間かけて胞子のかたまりや

柄を作る様子を、数分間のビデオでご覧

にいれます。また、いろいろな細胞性粘

菌を顕微鏡で観察してもらいます。もちろ

ん、「ゲノム」をどのように研究しているの

か、細胞性粘菌でほかにどんなことが調

べられているのかも、ポスターでわかり易

く説明し、みなさんのいろいろな疑問に

お答えします。

不思議な生き物：細胞性粘菌
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私の名前は枯草菌。「かれくさきん」じゃ

なくて「こそうきん」と読んで下さい。１ミリ

の千分の一くらいしかない単細胞生物な

ので、みなさんの目に触れることはないで

しょう。でも私の仲間達は善悪両面で人

間と関わり合いが深く、例えば食品生産

に用いられる納豆菌や、生物兵器として

悪用される炭そ病菌は有名です。実は私

も関係者の間ではよく知られた存在なの

です。私は生活が苦しくなると“胞子”と

なって長期間眠ったまま厳しい環境に耐

えることができます。胞子は食品や医薬

品の製造工程で殺菌されず生き残るこ

とがあり、製品を腐敗させるため厄介者

扱いされています。そんな私の生き方に

研究者達が興味を持ち、１９９７年に私の

全ゲノム塩基配列が明らかにされました。

私のゲノムには約４千種類の遺伝子が

あるそうです。研究者達は、それぞれの遺

伝子がいつどのような状況で働くのか、

何のために必要なのか明らかにするた

め、最先端技術を使って調べています。

展示会では枯草菌研究グループの先生

達が私のゲノムに秘められた謎について

説明してくれるので、きっと面白いお話が

聞けると思います。

枯草菌解体新書２００３
～細菌ゲノムに秘められた驚異のメカニズム～

藤田泰太郎 福山大学生命工学部展示責任者
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（図１）細胞性粘菌は２４時間で形をつくる

（図2）遺伝子が働いている
場所が濃く染められている

（図1）枯草菌の位相差顕微鏡写真
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